
→ 等価回路のパラメータ同定
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光無線給電(PV発電)と通信を同時に実現

EL off EL on
Isc [mA] 3.47 3.51
Voc [V] 0.60 0.64
Pmax [mW] 1.24 1.46
FF [ - ] 0.59 0.65

SW on

PL画像

SW off

ボトムセルI-V 特性

検証実験1 EL (トップ) - PV発電 (ボトム)モード

検証実験2 PV発電 (トップ) - PL (ボトム)モード

無線電力伝送技術が近年注目されている

光無線給電 エネルギー伝送距離が長い
装置の小型・軽量化が可能

移動体, 家電, 探査機等への活用

光無線給電/通信デバイス
として利用可能か検証

• シミュレーション
• 実験

PV発電

EL

定常光 (1 SUN)

I-V トレーサ

電源装置 (2.2 V)

回路シミュレーションによる動作検証

3端子スマートスタック多接合セル[2]

を光無線給電の受光素子に適用PV搭載車イメージ[1]
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トップセル

ボトムセル

トップセルEL状態でボトムセルのPV発電を確認
3端子スマートスタック多接合セルを光無線給電/通信デバイス
として利用可能

ボトムセルでのPL発光（レーザ照度, SWに同期）を確認
発電しながら, PLによる光通信が可能

•
→

•
→

SWに同期したPL発光を確認
レーザ照度でPL輝度変化

PLも送信に利用可能

•
•

→

•
→

ELとPV発電の同時動作を確認

発電＋通信, 双方向通信が可能

太陽電池の多機能化

GaAs//InGaAsPセル

ボトムセル トップセル

EL画像

Pdナノ粒子

トップ電極

ミドル電極

ボトム電極

トップセル
エレクトロルミネセンス
(EL)での信号送信[3]

ボトムセル
光無線給電
(信号受信, PV発電)

EL off

EL on

1 SUN

0.83 mA

60 kΩ

20 Ω
4.6 kΩ

250 Ω

4.87 mA

0-1 V 
or 0 V

0 V 
or 0-1 V

10 kΩ
トップセル(GaAs)

ボトムセル(InGaAsP)

0 mA

60 kΩ

20 Ω
4.6 kΩ

250 Ω

4.87 mA

0-1 V 

2.2 V

10 kΩ
トップセル(EL)

ボトムセル(PV発電)

PL

PV発電

レーザ光
(532 nm, 100 mW)

SW
I-V トレーサ

動作イメージ

EL - PV発電モード等価回路

PV発電＋PL

PV発電

レーザ光環境光

→ EL（トップ）とPV発電（ボトム）の同時動作は可能

通常のPV発電モード等価回路

実験系
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